
 
 



当勉強会の開催趣旨に「探究活動を経て社会に出る若者と企業側との相互理

解を深めることで、企業側として人材育成と評価の方向性を考える機会にし

たい」とありました。人材育成という観点で、学校で行われている SAH へ

の取り組みや探究活動に企業も関心があるということがわかります。前南生

には SAH 活動や探究活動が、数年後の大学入試の総合型選抜、学校推薦型

選抜に活かせるだけでなく、5 年後 10 年後の社会人に出たときの力になっ

ていくということを感じてほしいです。（教頭） 

 

★校長より★今回、群馬経済同友会さんより「次世代育成委員会の 

勉強会に校長・生徒で参加をお願いしたい」というお話しがあり、 

出席させていただきました。県内のたくさんの会社の幹部の方達の 

集まりですが、次世代育成という観点から現在の高等学校の取組に 

ついて関心を寄せていただいていることがよくわかりました。本校 

でも、探究活動や SAH の取組の中で企業や行政の方にインタビュー 

をお願いすることがあります。高校教育は学校の中で閉じたもので 

はなく、学校外の方と連携をしながら進めていく形になっています。 

たくさんの方の協力をお願いしていくことになります。皆さんも企業 

や行政の活動にぜひ、注目してほしいと思います。(校長 原 拡史) 

勉強会 次第 

1． 開会挨拶 

2． 開催主旨説明・登壇者 紹介 

3． 各学校の取組紹介 

①学校としての SAH の取り組み概要（校⾧） 

②具体的な事例発表（生徒） 

③今後の展望（校⾧） 

4． パネルディスカッション 

（例）企業の採用・育成とエージェンシー、あるいはエージェ

ンシーを発揮する機会を得て学んできた生徒や発揮する力を

身につけた生徒たちをどう会社で生かしていくのか など 

5． 結び 

6． 閉会挨拶 


